
河 川 関 係都市・住宅整備関係



国
営

公
園

整
備

事
業

（
海

の
中

道
海

浜
公

園
）
【
直

轄
】
（
福

岡
県

福
岡

市
）

建
政

－
１

Ｃ
地

区
護

岸
再

整
備

【
位

置
図

】

【
公

園
平

面
図

】

■
概
要

海
の

中
道

海
浜
公
園
は
、
北
部
九
州
の
広
域

的
レ
ク

リ
エ
ー
シ

ョ
ン

需
要

等
に
対
応

す
る

た
め
に
整
備
を
進
め
て
い
る
国
営
公
園

■
予
算

概
要

・
未

供
用
区

域
の
玄
界
灘
側
海
浜
部
（
Ｄ
地
区

）
に
お

い
て
、
白

砂
青

松
の

景
観
保
全

の
た
め
の
松
林
育
成
等
の
整
備
を
行
う
。

・
多

く
の
来

園
者
を
迎
え
る
海
の
中
道
駅
口

周
辺

の
動

線
を
分
か

り
や

す
く

整
理
す
る

再
整

備
に
着
手
す
る
ほ
か
、
駐
車
場
の
混
雑
緩
和
や

Ｃ
地
区

護
岸

の
親
水
性
向
上
に
資
す
る
再
整

備
等

を
行

い
、
利
便

性
向

上
や

多
様
な
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
需
要
へ
の
対
応
の
充
実
を
図
る
。

海
の

中
道

駅
口

周
辺

再
整

備

駐
車

場
再

整
備

玄
界

灘
側

海
浜

部
（
Ｄ

地
区

）整
備

【
公

園
概

要
】

・
計

画
面

積
：
53

9h
a

・
供

用
面

積
：
35

0h
a

う
み

な
か

み
ち

え
き

ぐ
ち

う
み

な
か

み
ち

か
い

ひ
ん

こ
う

え
ん

事
業
費
：
８
２
５
百
万
円

Ｃ
地

区
護

岸
再

整
備

イ
メ

ー
ジ

老
朽

化
し

た
Ｃ

地
区

護
岸

当
該

箇
所

継
続

デ
ッ

キ
部

現
況

地
盤

線
波

返
し

護
岸

園
路

広
場

※
赤

字
＝

整
備

箇
所

現
階

段
部

現
況

地
盤

線
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連
続

立
体

交
差

事
業

（
Ｊ

Ｒ
筑

豊
本

線
・
鹿

児
島

本
線

（
折

尾
駅

付
近

）
）
【
補

助
】
（
福

岡
県

北
九

州
市

）
建

政
－

２

■
概
要

折
尾

駅
周

辺
を

縦
横

に
走

る
鉄

道
に

よ
り

、
市

街
地

の
分

断
や

踏
切

に
よ

る
交

通
渋

滞
が

慢
性

化
し

て
い

る
た

め
、

鉄
道

を
連

続
立

体
交

差
化

し
、

９
箇

所
の

踏
切

を
除

却
す

る
こ

と
に

よ
り

、
交

通
渋

滞
の

解
消

、
住

環
境

の
改

善
、

ま
ち

の
一

体
化

と
回

遊
性

の
確

保
等

を
図

る
と

と
も

に
、

交
通

結
節

機
能

の
強

化
を

図
る

。
■

整
備
内

容
：
延
長
L
=
4
.5
k
m、

除
去
踏
切

数
9箇

所
■

事
業

期
間

：
平

成
1
6
年

度
～

令
和

4
年
度

■
事
業
主
体

：
北
九
州

市
■

事
業
内

容
：
Ｒ
３
年

度
は
、
鉄

道
全
線
の

高
架

切
替

完
了

を
目

指
し

、
事

業
を

推
進

。

《
整

備
概

要
》

継
続

ち
く

ほ
う

お
り

お

事
業
費
：
１

，
１
０
０

百
万
円

《
位

置
図

》

《
事

業
効

果
》

《
整

備
状

況
・
整

備
内

容
》

①
②

③

④
⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

凡
例

9
箇

所

既
設

国
道

既
存

線
（

高
架

切
替

後
撤

去
）

既
存

線

対
象

区
間

除
却

踏
切
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■
概

要
本

地
区

は
北

九
州
市

小
倉
都

心
部
の

重
要
な

商
業

拠
点

で
あ

る
が

、
隣

接
す

る
２

級
河

川
神

嶽
川
に

よ
る
度

重
な
る

浸
水
被

害
や
、

木
造

建
築
物
の
密

集
や
老
朽

化
な
ど
、

防
災
面
で

多
く

の
課

題
を

抱
え

て
い

る
た

め
、

既
存

の
市

場
機

能
を
確
保

し
な
が
ら

神
嶽
川
河

川
整
備
と

あ
わ
せ
て
立

体
換
地
手

法
を
活
用

し
た
土
地

区
画

整
理

事
業

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
地

区
の

防
災

安
全
性
を

向
上
し
、

小
倉
都
心

部
の
活
性

化
を
図
る

。
■

整
備
内

容
土
地
区

画
整
理

約
0
.
6h
a

■
事

業
期

間
令

和
2
年

度
～

令
和

9
年

度
■

事
業
主
体

北
九
州

市
■

事
業
内

容
Ｒ
３
年

度
は
調
査

及
び
設
計

を
実

施

土
地

区
画

整
理

事
業

（
旦

過
地

区
）
【
補

助
】
（
福

岡
県

北
九

州
市

）
建

政
－

３

社
会
資
本

整
備

総
合
交

付
金

の
内
数

モ
ノ
レ
ー
ル
平
和
通
駅

モ
ノ
レ
ー
ル
旦
過
駅

旦
過
地
区

JR
小
倉
駅

Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線

神
嶽
川

た
ん

が

か
ん

た
け

が
わ

神
嶽

川
に

よ
る

度
重

な
る

浸
水

被
害

市
場

建
物

の
老

朽
化

・
密

集
化

賑
わ

い
の

あ
る

旦
過

市
場

当
該

箇
所

継
続

《
現
況
写
真
》

《
整
備
内
容
》

《
航
空
写
真
》

《
位
置
図
》

【
現

況
】

神 嶽 川

市
場
通
り

立
体

換
地

1
,2

階
店

舗

3
,R

階
駐

車
場

神 嶽 川

平
面

換
地

河
川
拡
幅

新
市
場
通
り

河
川
管
理
道
路

【
整

備
後

】

《
事
業
効
果
》

・
河
川
整
備
に
よ
る
浸
水
被
害

の
解
消

・
建
物
整
備
に
よ
る

老
朽
化
・
密
集
化
の

解
消

店
舗
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク

河
川
上
空
の
店
舗

【
完

成
イ

メ
ー

ジ
】

完
成

イ
メ

ー
ジ
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大
規

模
雨

水
処

理
施

設
整

備
事

業
（
福

岡
市

天
神

周
辺

地
区

）
【
補

助
】
（
福

岡
県

福
岡

市
）

建
政

－
４

事
業
費
：
１

，
９
４
７

百
万
円

■
概

要

〇
こ

の
た

め
、

福
岡

市
天

神
周

辺
地

区
大

規
模

雨
水

処
理

施
設

整
備

事
業

に
よ

り
、

雨
水

管
渠

等
の

整
備

を
行

い
、

平
成

１
１

年
６

月
の

豪
雨

と
同

規
模

の
降

雨
に

対
し

て
、

浸
水

被
害

を
軽

減
を

図
る

。
■

整
備

内
容

：
雨

水
管

渠
等

（
φ

4
5
0
～

φ
2
,6

0
0
）

約
1
4
.7

km
雨

水
浸

透
施

設
約

8
0
h
a

■
事

業
期

間
：
令

和
２

年
度

～
令

和
８

年
度

■
事

業
主

体
：
福

岡
市

■
事

業
内

容
：
雨

水
管

渠
等

の
整

備
（
φ

1
,0

0
0
～

φ
2
,6

0
0
）

約
2
.6

ｋ
ｍ

《
位

置
図

》
《
平

成
１

１
年

６
月

豪
雨

浸
水

状
況

》
《
事

業
の

効
果

》

〇
福

岡
市

の
都

心
部

で
あ

る
天

神
周

辺
地

区
は

、
平

成
１

１
年

６
月

の
豪

雨
（
７

９
．

５
m

m
/
h
）
等

で
甚

大
な

浸
水

被
害

が
発

生
。

継
続

当
該

箇
所

《
雨

水
管

渠
の

整
備

》

（
シ

ー
ル

ド
工

事
施

工
状

況
）

（
完

成
イ

メ
ー

ジ
）

中
部

9号
幹

線

準
幹

線
管

渠

平
成
１１
年
６
月
の

豪
雨
と
同
規
模
の

降
雨
に
対
し
て

床
上
浸
水
を
概
ね

解
消
し
浸
水
被
害
を
軽
減

て
ん

じ
ん

Φ
1
8
0
0

L
=
約

60
0ｍ

φ
1
3
50

L
=
約

4
00

ｍ

着
手

時
赤

文
字

：

令
和

3
年

度
の

主
な

工
事

概
要
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■
概

要

佐
賀

市
で

は
、

下
水

道
資

源
を

地
域

へ
還

元
す

る
た

め
、

下
水

浄
化

セ
ン

タ
ー

に
下

水
汚

泥
や

し
尿

・
浄

化
槽

汚
泥

を
集

約
化

し
、

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

し
て

利
用

す
る

下
水

道
リ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
取

組
を

推
進

す
る

。

■
整

備
内

容
：
下

水
浄

化
セ

ン
タ

ー
内

の
ガ

ス
ホ

ル
ダ

、
消

化
タ

ン
ク

、
機

械
濃

縮
設

備
、

消
化

ガ
ス

発
電

設
備

の
整

備

■
整

備
期

間
：
令

和
元

年
～

令
和

４
年

度
（
令

和
５

年
４

月
供

用
開

始
予

定
）

■
事

業
主

体
：
佐

賀
市

■
事

業
内

容
：
令

和
３

年
度

は
汚

泥
処

理
設

備
等

（
消

化
タ

ン
ク

、
機

械
濃

縮
設

備
、

消
化

ガ
ス

発
電

設
備

）
の

整
備

下
水

道
リ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

推
進

総
合

事
業

（
佐

賀
市

下
水

浄
化

セ
ン

タ
ー

）
【
補

助
】
（
佐

賀
県

佐
賀

市
）

《
整

備
内

容
》

令
和

３
年

度
か

ら
施

工

《
事

業
効

果
》

汚
泥

消
化

タ
ン

ク
等

の
整

備
に

よ
り

、
バ

イ
オ

マ
ス

発
電

量
を

増
加

（
現

在
：
4
０

０
K
W

 →
 整

備
後

：
６

０
０

K
W

）

①
汚

泥
消

化
タ

ン
ク

（イ
メ

ー
ジ

）

②
ガ

ス
発

電
設

備
（
イ

メ
ー

ジ
）

③
機

械
濃

縮
棟

増
設

・
機

械
濃

縮
設

備
（
イ

メ
ー

ジ
）

整
備

後
（
イ

メ
ー

ジ
）

建
政

－
５

継
続

《
下

水
道

資
源

の
活

用
イ

メ
ー

ジ
》

当
該

箇
所

《
位

置
図

》
消

化
タ

ン
ク

１
基

（
３

，
０

０
０

㎥
）

機
械

濃
縮

設
備

１
台

（
４

０
㎥

/
ｈ

）
ガ

ス
発

電
設

備
８

台
（
２

５
Ｋ

Ｗ
）

社
会
資
本

整
備

総
合
交

付
金

の
内
数
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都
市

構
造

再
編

集
中

支
援

事
業

（
新

大
村

駅
周

辺
地

区
（
第

２
期

）
）
【
補

助
】
（
長

崎
県

大
村

市
）

建
政

－
６

■
概
要

本
地
区
は

、
令
和
４

年
秋
の
開

業
予
定
の

九
州

新
幹

線
を

活
か

し
た

ま
ち

づ
く

り
を

推
進

す
る

と
と
も
に

、
新
駅
周

辺
の
土
地

区
画
整
理

事
業
を
中
心

と
し
た
都

市
構
造
の

再
編
を
行

い
、

交
流

促
進

や
利

便
性

の
向

上
、

民
間

活
力

の
活

用
を
図
る

と
と
も
に

、
立
地
適

正
化
計
画

に
お
け
る
都

市
拠
点
と

し
て
、
コ

ン
パ
ク
ト

な
ま

ち
づ

く
り

を
推

進
し

て
い

る
。

■
整
備
内

容
道
路
（

市
道
植
松

3丁
目
小

路
口

町
線

）
、

地
域

生
活

基
盤

施
設

（
ま

ち
な

か
交

流
公
園
、

森
の
み
ち

公
園
等
）

、
高
質
空

間
形
成
施

設
（
駅
前

広
場

高
質

化
等

）
、

下
水

道
、

ほ
か

提
案

事
業

■
事
業
期

間
令
和
３

年
度
～
令

和
７
年
度

■
事

業
主

体
大

村
市

■
事
業
内

容
（
Ｒ
３
事

業
）

道
路
整
備
（

約
4
0
0m
）

駅
前

広
場

の
高

質
化

（
約

4,
8
0
0
m2

）
森

の
み
ち
公

園
整
備
（

約
4
,
70
0
m
2）

、
案

内
サ
イ
ン

（
約

40
箇

所
）

、
自

転
車

駐
車

場
（

約
1
8
0
台

）
ほ

か

宝
町

踏
切

新
幹

線
新

大
村

駅

Ｊ
Ｒ

大
村

線
新

大
村

駅

駅
前

広
場

の
高

質
化

民
間

開
発

《
全

体
イ

メ
ー

ジ
図

》

市
道

植
松

3
丁

目
小

路
口

町
線

自
転

車
駐

車
場

森
の

み
ち

公
園

し
ん

お
お

む
ら

ま
ち

な
か

交
流

公
園

事
業
費
：
９

７
３
百
万

円

新
規

区
域

内
案

内
サ

イ
ン

整
備

前
整

備
後

新
大

村
駅

森
の

み
ち

公
園

:  
都

市
再

生
整

備
計

画
区

域

:  
令

和
３

年
度

実
施

事
業

ま
ち

な
か

交
流

公
園

《
位

置
図

》

当
該

箇
所

交
通

結
節

点
及

び
市

の
玄

関
口

に
ふ

さ
わ

し
い

オ
ー

プ
ン

ス
ペ

ー
ス

の
確

保

○
交
通
結
節
拠
点
の

整
備

○
民
間
開
発
の

誘
導

○
公
共
交
通
利
便
性
向
上

《
事
業
効
果
》

■
東

方
向

か
ら

、
新

大
村

駅
の

方
向

を
見

た
イ

メ
ー

ジ

写
真

建
設

投
資

の
約
１

.6
倍

の
経

済
波

及
効

果

6



（
都
）
水
前
寺
秋
津
線

区
画
整
理

A=
28
.3
ha

全
延
長

L=
約
3.
8㎞

（
街
路
事
業

L=
約
3.
1㎞

、
土
地
区
画
整
理
事
業

L=
約
70
0ｍ

）

4
4
3

L
=
2
80
ｍ

（
W
=2
2
.0
ｍ
）

（
都
）
益
城
中
央
線

ま
し

き
ち

ゅ
う

お
う

せ
ん

す
い

ぜ
ん

じ
あ

き
つ

せ
ん

L=
2,
88
7ｍ

（
W=
27
.0
ｍ
）
※
土
地
区
画
整
理
事
業
区
間
を
除
く

土
地

区
画

整
理

事
業

（
益

城
中

央
地

区
）

【
補

助
】

街
路

事
業

（
（
都

）
益

城
中

央
線

ほ
か

１
線

）
【
補

助
】

■
概

要

本
地

区
は

、
平

成
２

８
年

熊
本

地
震

で
最

も
建

物
被

害
が

集
中

し
、

倒
壊

家
屋

に
よ

る
道

路
の

閉
塞

に
よ

り
避

難
経

路
が

確
保

で
き

な
い

な
ど

の
問

題
が

生
じ

た
こ

と
か

ら
、

被
災

し
た

建
物

の
早

期
再

建
と

と
も

に
町

の
都

市
拠

点
と

し
て

快
適

で
災

害
に

強
い

ま
ち

づ
く
り

を
図

る
。

〇
益

城
中

央
被

災
市

街
地

復
興

土
地

区
画

整
理

事
業

■
整

備
内

容
：
R

3年
度

は
、

建
物

等
の

移
転

補
償

及
び

宅
地

造
成

工
事

等
を

推
進

。
■

事
業

期
間

：
平

成
30

年
度

～
令

和
9年

度
■

事
業

主
体

：
熊

本
県

■
事

業
内

容
：
土

地
区

画
整

理
約

28
.3

ha
〇

（
都

）
益

城
中

央
線

ほ
か

１
線

■
整

備
内

容
：
R

3年
度

は
、

用
地

補
償

お
よ

び
道

路
改

良
工

等
を

推
進

。
■

事
業

期
間

：
平

成
28

年
度

～
令

和
7年

度
■

事
業

主
体

：
熊

本
県

■
事

業
内

容
：
道

路
拡

幅
延

長
L=

3,
16

7m
、

幅
員

W
=2

7.
0m

建
政

－
７

狭
隘

道
路
沿

い
の

建
物

倒
壊

ま
し

き
ち

ゅ
う

お
う

社
会
資
本

整
備

総
合
交

付
金

の
内
数

（
熊

本
県

熊
本

市
、

益
城

町
）

《
位

置
図

》

当
該

箇
所

○
道

路
改

良
工

事
や

宅
地

造
成

工
事

を
実

施
中

益
城
中
央
線
4車

線
化
工
事

土
地
区
画
整
理
事
業
宅
地
造
成
工
事

安
心

安
全

な
歩

道
空

間
の

確
保

益
城
町
安
永

益
城
町
宮
園

宅
地

の
造

成
工

事
完

了

《
整

備
概

要
》

《
整

備
状

況
》

《
事

業
効

果
》

建
物
及

び
宅
地
擁
壁

の
倒
壊

継
続

益
城
中
央
線

の
渋
滞
状
況

写
真

①
写

真
②

写
真

③
写

真
④

写
真
②

写
真
④

写
真
③

写
真

①
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33
.7 

12
.4 

0.010
.0

20
.0

30
.0

40
.0

整
備

前
整

備
後

（分）

大
分

米
良

国
道

１
９

７
号

国
道

１
０

号

(大
分

ス
ポ

ー
ツ

公
園

)

下 郡 中 判 田 線
久

大
本

線

国 道 ２ １ ０ 号

大
分

臼
杵

線

臨
海

産
業

道
路

大
分

駅

中
心

市
街

地

大
分

光
吉

IC

東
九

州
自

動
車

道 IC
大

分

IC

広
域

防
災

拠
点

県
崎

宮

東
九

州
自

動
車

道

滝
尾

橋

舞
鶴

橋

弁
天

大
橋

宗
麟

大
橋

県
岡

福

東
九

州
自

動
車

道

街
路

事
業

（
（
都

）
庄

の
原

佐
野

線
（
下

郡
工

区
）
）
【
補

助
】
（
大

分
県

大
分

市
）

建
政

－
８

《
位
置
図
》

《
整
備
概
要
》

H
30

.1
.1

4開
通

元
町
・
下
郡
工
区

地
域
高
規
格
道
路

大
分
中
央
幹
線
道
路
（
庄
の
原
佐
野
線
）下
郡
工
区

し
ょ
う

は
る

さ
の

し
も

ご
お
り

■
概

要

本
路

線
の

整
備

に
よ

り
、

周
辺

道
路

の
交

通
容

量
不

足
に

よ
る

慢
性

的
な

交
通

渋
滞

の
緩

和
や

、
大

分
市

中
心

市
街

地
の

津
波

浸
水

想
定

区
域

内
と

市
の

東
部

に
位

置
す

る
広

域
防

災
拠

点
間

の
緊

急
輸

送
路

の
確

保
等

に
寄

与
す

る
。

■
整

備
内

容
：
R

3年
度

は
、

調
査

設
計

お
よ

び
用

地
買

収
を

推
進

。
■

事
業

期
間

：
平

成
29

年
度

～
令

和
8年

度
■

事
業

主
体

：
大

分
県

■
事

業
内

容
：
延

長
L=

90
0m

、
幅

員
W

=5
5.

0m

当
該

箇
所

《
整

備
状

況
》

■
災
害
時
の
緊
急
輸
送
路
の
確
保

《
事

業
効

果
》

■
所
要
時
間
の
削
減

（米
良
ＩＣ
→
大
分
市
中
心
部
）

津
波
発
生
時
に
通
行
不
能
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
広
域
防
災
拠
点

と
大
分
市

中
心
市
街
地
と
の
緊
急
輸
送
物
資
の
搬
送
が
可
能
。

※
旅

行
速

度
：
H

2
7
.9

.H
2
8
年

度
調

査
結

果
(将

来
道

路
（
庄

の
原

佐
野

線
）
は

設
計

速
度

約
2
1
分

短
縮

下
郡
工
業
団
地
入
口
交
差
点

〇
用
地
買

収
を
実
施
中

（完
成
イ
メ
ー
ジ
図
）

約
3
4
分

約
1
3
分

（用
地
買
収
状
況
）

事
業
費
：
１

，
９
２
０

百
万
円

継
続

（渋
滞
状
況
）

8



■
概
要

当
該
地

区
は
、
市

の
玄

関
口
で

あ
る

JR
延
岡
駅
に
面
し
、
中
心
市
街
地
の
重
要
な

拠
点
で

あ
る
が

、
敷
地

が
細
分
化

さ
れ

老
朽
化
が
進
ん
だ

複
数
の

建
物
が

建
設
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
土
地
利
用
が
著
し
く

不
健
全

と
な
っ

て
い
る

。

敷
地
の

共
同
化

、
既
存

建
物
の

解
体
を

行
い
、
事
務
所
等
が
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
入

居
す

る
「
仕

事
の
拠

点
」
と

し
て
複

合

的
な
機
能
を

有
し
た

建
築
物

を
整

備
す
る

こ
と
で

、
土
地
利
用
の
高
度
化
及
び
市
街
地
と

し
て
の

環
境
整

備
改
善

を
図
る

。

■
整
備
内
容

（
事

業
前

）
鉄
筋

コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
３
～
５
階
建

６
棟
、
鉄
骨

造
３
階

建
１

棟

（
事

業
後

）
鉄
骨
造

５
階

建
１
棟

■
事
業
期
間

平
成

３
０

年
度
～

令
和
３
年
度

■
事
業
主
体

延
岡

市

■
事
業
内
容

（
Ｒ

３
事

業
）

建
築
主

体
工
事
（
地
上

部
）
、
電
気
設
備
工
事
、

機
械

設
備
工

事
、
外

構
工
事

一
式

優
良

建
築

物
等

整
備

事
業

（
延

岡
駅

前
地

区
）
【
補

助
】
（
宮

崎
県

延
岡

市
)

建
政

－
９

既
存

テ
ナ

ン
ト

（
細

分
化

さ
れ

た
敷

地
）

建
替

後
(イ

メ
ー

ジ
パ

ー
ス

)

社
会

資
本

整
備

総
合

交
付

金
の

内
数

完
成

当
該

箇
所

の
べ
お
か

9



■
概

要

鹿
児

島
県

営
原

良
団

地
の

建
替

事
業

並
び

に
鹿

児
島

市
営

武
岡

住
宅

に
つ

い
て

、
老

朽
化

し
た

高
経

年
の

公
営

住
宅

の
更

新
や

改
善

を
行

う
こ

と
で

、
居

住
性

・
防

災
性

・
安

全
性

の
向

上
を

図
る

。

■
整

備
内

容
県

（
建

替
前

）
Ｒ

Ｃ
造
１

,０
９
０
戸

（
建

替
後
）
Ｒ
Ｃ
造
４

０
０

戸
，
木

造
３
０

０
戸

市
（

建
替

前
）

Ｒ
Ｃ
造

１
,０

１
２
戸

（
建

替
後
）
Ｒ

Ｃ
造
９
０
０
戸

（
改

善
）
Ｒ

Ｃ
造
２

，
１
８

２
戸

■
事

業
期

間
平

成
２

７
年

度
～

令
和

１
７

年
度

予
定

■
事

業
主

体
鹿

児
島

県
，

鹿
児

島
市

■
事

業
内

容
（
Ｒ

３
事

業
）

鹿
児

島
県

：
建

替
（
本

体
工

事
）Ｒ

Ｃ
造

５
０

戸
，

木
造

２
６

戸

鹿
児

島
市

：
改

善
工

事
（外

壁
，

屋
上

防
水

改
修

）
７

１
０

戸

地
域

居
住

機
能

再
生

推
進

事
業

（
原

良
･
武

岡
等

周
辺

地
区

)
【
補

助
】
（
鹿

児
島

県
鹿

児
島

市
）

建
政

－
１

０

事
業

費
：
８

０
９

百
万

円

は
ら
ら
・

た
け
お
か

老
朽

化
し

た
県

営
住

宅
（
原

良
団

地
）

Ｒ
元

年
度

完
成

住
棟

（
原

良
団

地
）継
続

当
該

箇
所
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